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【目的】 

 近年、複数の自治体では、地域在住高齢者を対象に

介護予防を目的とした運動指導をおこなう高齢ボラ

ンティアを養成する取り組みがおこなわれている(三

ツ石ら，2013)。介護予防マニュアル（厚労省，2012）

において、住民ボランティアによる運動サークルは、

地域在住高齢者が継続的に介護予防を図る場として

期待されている。しかし、長期的に活動するボランテ

ィアに焦点を当てて、運動サークルを継続的に開催す

るために必要な支援や活動の開催に伴う問題点を明

らかにしている研究は見当たらない。そこで本研究で

は、運動サークルの活動を継続・普及するうえで、ボ

ランティアが抱える問題点およびその解決策を明ら

かにすることを目的とした。 

【方法】 

 本研究では、茨城県つくば市でスクエアステップエ

クササイズを主運動とした運動サークルを約 5 年間

開催している T に対し、半構造化によるインタビュ

ー調査を実施した。Tは、運動サークルをおこなう高

齢ボランティアにとってリーダー的存在であり、相談

役としても活躍している。インタビューの内容は、IC

レコーダーに録音し、そこから正確な逐語録を作成し

た。分析方法は、質的分析法の一つである修正版グラ

ウンテッド・セオリー・アプローチ(M-GTA)を用い

た。分析の結果、21の概念、4のカテゴリー、4のサ

ブカテゴリーが得られた。 

【結果と考察】 

 分析の結果、Tの考える運動サークルを継続・普及

するためには、三つの重要な要素があることが明らか

となった。一つ目は、行政からの認定を得ることであ

る。今現在 T は市に対して、自身が運営しているサ

ークルを認定してもらえるように訴えている最中で

あることも明らかとなった。小宇佐ら(2012)は、住民

グループを支援する際には、行政からの「支援体制」、

「情報提供」、「技術提供」、「機会の提供」をおこなう

必要があると報告していることから、今回の結果は先

行研究を支持するものであった。二つ目は、市がボラ

ンティアを養成する際には、主運動の専門機関と連携

しておこなうことである。T自身も主運動の開発者や

他の専門家にアドバイスを求め、指導の際の参考にし

ているが分かった。福嶋ら(2014)らは、自主グループ

の設立・運営には、専門家や先駆者による支援が必要

になると報告しており、本研究においてもこれを支持

する結果となった。三つ目は、養成終了後もフォロー

アップを定期的に実施することである。ボランティア

が抱える問題点として、養成終了直後のボランティア

は活動場所が少なく、指導スキルも低いことが明らか

となった。このことから、養成終了後も定期的なフォ

ローアップを実施し支援することにより、養成されて

間もないボランティアによる運動サークルの開催、ひ

いては運動サークルの普及に繋がると推察される。 

 

 

（結果図） 

【結論】 

 運動サークルを継続・普及するうえでボランティ 

アが抱える問題点は、養成終了直後のボランティア 

は活動場所がなく、必要なスキルも備わっていない 

ことである。行政、専門家、ボランティアが連携し、 

継続や普及に向けた支援体制を構築することで、ボラ 

ンティアが抱える問題点を解決できる可能性がある。 

 

【市に提案している理由】

「スクエアステップの
効果」

「TとO先生との連携」

【市に提案している内容】

「常に専門家
の意見を求め
たいというTの
意見」

＜市に求める
取り組み＞

「市の対応の変化」

「市はA社と連携」

「市に認知される」

「指導員やリーダー
のフォローアップ
機関としての役割」

【指導員としてのTの活動】

＜サークル運営や
運動指導の際にTが
心掛けている事＞

「安全面への配慮」

＜Tが考える良い
指導者の要素＞

「大声で話す」

「後継者になるための条件」

「リーダー、指導員を観察する」

「自身の指導スキルを
向上させるためにTが
おこなっている行動」

【教室やサークルのさらなる普及】

「他の市でも認知される
きっかけ」

「力をつけた指導員が地
元で自分の教室を開く」

＜現時点でTが考える
問題点＞

「活動の場がない」

「指導スキルの不足」

「参加者のモチベー
ションを高める」

「教室やサークルの
改善点を明らかにする」

「正しく知識を
伝えるスキル」

「勉強の必要性」

「人を惹きつける
要素」


